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超高齢社会において、ポリファーマシーは医療の質・安全を左右する重要な課

題です。多剤投与は転倒、せん妄、嚥下障害、低栄養などの薬剤関連有害事象
を引き起こし、患者の生活機能やQOLの低下、さらには医療資源にも影響を及

ぼします。

「病院で創り出した患者安全を、地域へどう継承するか」をテーマに、医師、

病院事務長、薬剤師、言語聴覚士が、それぞれの専門的視点から実践を共有し
ます。
 退院時サマリーを活用した情報連携、向精神薬の適正化、薬剤性嚥下障害への

対応、転倒予防など、多職種協働による取り組みを通して、病院から地域へ切
れ目なくつながる患者安全の実践モデルを考えます。
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